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五月 末の 或る 晴れ やかな 日の 午後 四時 頃、 私 は 旧友 

N 君と 一 緒に、 帝国 大学の 中の 大きな 池の 南側に ある、 

小高い テラ— スの 上の、 藤棚の 下の 石の ベンチに 腰掛 

けて いた。 池の 周囲に は 新緑の 茂みが、 むせ 返る よう 

な 明るい 色に 盛 上って いたが、 低い 水の面 は 薄 すらと 

黒ずんで、 ひよ ろ 長い 四 五本の 松 をのせ た 小島が、 夢 

のように 浮んで いた。 N 君 は 吸い かけの 煙草 を ふいに 

投げ捨てて、 変に 憂鬱な 表情 をしながら、 次の ような 

こと を 話し だした。 —— 

この 池 を 見る の は 随分 久しぶり だな。 …… こうして 



じっと 池の 面 を 眺めて いると、 僕 は 変に 憂鬱な ぉ伽噺 

の 世界に 引き入れられる ような 気がする よ。 

え、 憂鬱な ぉ伽噺 なんか 僕に も 似合わな いって …… _ 

まあ 聞き 給え。 僕 は 今まで 誰に も 話した こと はな いん 

だが、 思い切って 君に だけ、 その 憂鬱な ぉ伽噺 という 

の を 聞かして あげよう。 

学生時代の ことなんだ。 僕 は 或る 気まぐれから、 こ 

の 池の 中の 鯉 を 一匹 捕えて やろうと 思い立った。 何故 

に そして 何のた めに 捕える のか、 そんな こと は 僕 自身 

にだって 分らない。 ただ 一時の 気まぐれに 過ぎな かつ 

たんだね。 



池 を 眺めて いると、 その 水面に 籐の ステッキが 浮んで 

きて、 それが あちらこちらに 動きそう な 気がする の だ。 

憂鬱な お 伽噺の 世界 だね。 

N 君の その 話 を、 私 は 今迄 誰に も 語らなかった が、 

ふと 文字に 書き残す 気になつ たので ある。 大木の 茂み 

とその 間から 隠見す る 文科 大学の ゴチックの 横顔、 そ 

うした 風致 も 地震の ために 壊されて しまって、 あの 古 

池と 不調和な 建物が 周囲に 立 並ぶ ことだろう し、 また、 

この 話 を 聞いて 面白く 思いそう な、 ハ ー ン先 生や ケ— 

ベル 先生の ような 人 も、 再び 大学に 現われそう にない 
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